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Abstract 
 
光子線を用いた放射線治療に磁場を組み合わせ、二次電子を制御するという

アイディアは Bostick らにより提案[1]された。強磁場を発生させる装置として

MRI が注目され、最近では永久磁石を用いた試作機を使った MRI-Linac の報告

[2]もある。磁場で偏向された二次電子が吸収線量の分布に及ぼす影響は密度差

がある部位で顕著になるという報告[3]から、肺がん放射線治療への応用を考え、

肺がん患者の CT データを基に有磁場下で放射線治療を行った場合の線量分布

を計算し、その結果と課題を報告した。[4] 
 今回は、磁場の有無による線量分布の差異を検証すべく、大阪府立大学に設

置された電子線ライナックと AVF サイクロトロン用永久磁石(1/3 スケールモデ

ル)、検出系にタフウォーター製ファントムとガフクロミックフィルム EBT を用

いて実測を行ったので、観測された結果と傾向、そしてシミュレーションとの

比較によって得られる展望を報告する。 
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